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平成２８年 ３月２４日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（新潟県部会）

資料５

【報告事項】 

○新潟大学

・工学部建設学科 1 年生対象講義「社会基盤工学概論」における「社会基

盤工学分野で働く女性技術者による座談会

○新潟県教育庁高等学校教育課

・県立新潟工業高校のキャリア教育の取組

・平成 27 年度県立専門高校メッセについて

○ (一社)新潟県測量設計業協会

・測量特番「ふるさとを守り、未来を創る ～測量士の仕事と役割～」のテ

レビ放映及び活用について

○長岡工業高等専門学校

・JSCOOP（Job Search for local companies based Cooperative education）     

○北陸地方整備局

・現場見学後のアンケート調査について

【提案議題】 

○北陸地方整備局

・建設界の役割や仕事の魅力を効果的に伝えるためのポイントについて

○(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部

・「北陸建設界の担い手確保・育成協議会」として連携した広報活動について   
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報告事項 

機関名：新潟大学

件名 

工学部建設学科 1 年生対象講義「社会基盤工学概論」における「社会基盤工学分野で働く女性技術者による座談会 

要旨 

工学部建設学科の 1 年生を対象とした講義「社会基盤工学概論」の 1 コマを使い，「社

会基盤工学分野で働く女性技術者による座談会」を企画・実施した．本講義は，社会基盤

工学分野における「女性技術者」に焦点を当て，「社会基盤工学コースを卒業した際のキ

ャリアパスの提示」や「女性技術者から見た社会基盤」に関して，公官庁，民間にお勤め

の女性技術者から実際にお話をいただき，社会基盤工学コースにおける教育・研究の意義

と社会への還元，社会基盤工学分野の重要性について，学部 1 年生が学習することを目的

としたものである． 

 講義の内容としては，上記内容の趣旨説明の後，4 名の女性技術者の方々には，主に，

土木コース、土木業界に入ったきっかけや，現在の仕事内容，大学での生活・学習・研究

内容，大学での教育・研究が現在の仕事にどのように役立っているか，最後に土木の魅力，

仕事への情熱，また土木の魅力，仕事への情熱についてご講演をいただいた．最後に討論

会を行い，一番楽しかった仕事内容や，福利厚生面の現状，女性から見た土木分野の改善

点等についてディスカッションを行った． 

-2-



議題及び報告事項（※自由様式） 

機関名：新潟県立新潟工業高等学校

件名 

県立新潟工業高校のキャリア教育の取組 

要旨 

①別紙を参照して下さい。
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県立新潟工業高等学校　キャリア教育 土木・建築関係
H27年度　デュアルシステム
科 学年 人数 企業名 期間 日数

2
3

1
2

山崎建築 7/25～8/5 10

2 3 ㈱加賀田組 7/27～8/7 10

H27年度　インターンシップ
科 学年 人数 企業名 期間 日数

2
2
2
2
2

建設業協会
　㈱福田組
　㈱加賀田組
　㈱新潟藤田組
　㈱近藤組

7/9～7/10
2
2
2
2

2
2
2
1
1

測量設計業協会
　㈱新栄技術
　恒陽測量㈱
　㈱ナルサワコンサルタント
　信広技術㈱

7/9～7/10
2
2
2
2

2
2
2
2

道路建設業協会
　㈱加賀田組
　福田道路㈱
　本間道路㈱

7/9～7/10
2
2
2

2
1
2
1
2

建設コンサルタント協会
　エヌシーイー㈱
　開発技建㈱
　㈱キタック
　㈱ナルサワコンサルタント

7/9～7/10
2
2
2
2

2 3
新潟市土木部
　西部地域土木事務所

7/9～7/10
2

2
1
1
1

新潟市下水道部
　東部地域下水道事務所
　下水道管理センター
　西部地域下水道事務所

7/9～7/10
2
2
2

2
2
2
2

北陸地方整備局
　新潟国道事務所
　阿賀野川河川事務所
　新潟港湾・空港整備事務所

7/9～7/10
2
2
2

3 1 阿賀野川河川事務所 8/3～8/7 5
2 4 ㈱新潟日立 8/5～8/6 2
2 4 新潟企業㈱ 8/7～8/8 2
2 4 ダイダン㈱新潟支店 8/4～8/5 2
2 5 興洋管建㈱ 8/4～8/5 2
2 5 ㈱ナカムラ 8/5～8/6 2
2 4 千代田設備㈱ 8/5～8/6 2

H27年度　ものづくり技能・技術の伝承事業
科 学年 人数 企業名 期間 時間
土木科 3 5 ㈱シーキューブ 9/29･11/10 4H
建築科（建築コース） 3 38 (一社)新潟県建築士会 4/30 2H
建築科（建築設備コース） 2 39 小池設備 2月or3月 2H

建築科（建築コース）

建築科（建築設備コース）

土木科
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H27年度　課題研究
科 学年 人数 企業名 期間 時間

4/28･6/16
6/23･9/1
9/29･11/10
12/22･1/8
5/28 3H
11/5 3H
6./22 3H
11/16 3H

H27年度　若年技能者人材育成支援事業　実技指導会
科 学年 人数 企業名 期間 時間

建築科（建築コース）
技能検定（建築大工2級）

2･3 4
ものづくりマイスター
㈲諸橋建築　落合　忠司

11/7
12/19
12/25

6H
6H
3H

建築科（建築設備コース）
技能検定（建築配管2･3
級）

1･3 29
ものづくりマイスター
㈱千代田設備　沢口幸栄

11/5･12
12/7･14
1/21･28

6H
6H
6H

建築科（建築設備コース）
技能検定（冷凍空気調和
機器施工2･3級）

1･3 17
ものづくりマイスター
新潟機器㈱　白井孝一

11/5･12
12/7･14
1/21･28

6H
6H
6H

H27年度　工場見学
科 学年 人数 企業名

1 40
NEXCO東日本
木津トンネル現場見学

1 40
山の下閘門排水機場及び
通船川工事現場

2 38
消融雪製品の製造工程の見学
消雪用井戸の掘削機械の見学

2 38 ござれや阿賀橋見学

3 39
栗ノ木雨水・地表工事見学
阿賀野バイパス工事見学

保護者 13

六郷堤防駿東対策工事見学
小松地区堤防見学
吉津トンネル見学
北陸地方整備局防災施設見学
意見交換会

2 39
新潟市消防局・
中央消防署庁舎建築工事現場

3 38 新潟木戸中学校改築工事現場

1 40
白根水道町ポンプ場建設工事現
場

2 39 新潟市中部下水処理場

3 41 日報メディアシップ施設設備見学

建築科（建築設備コース）

土木科

土木科

建築科（建築設備コース）

53 ㈱シーキューブ 16H

建築科（建築コース）

月日
7/17
9:30～15:20
10/28
9:00～12:00
10/22
8:50～15:30

㈱福田組建築科（建築コース） 3 8

新潟県立大学 教授　坂口　淳63

11/6
13:05～15:30
12/14
9:00～12:30
12/3
13:00～15:00

10/15
11:00～14:35
10/16
9:00～14:50

6/25
10:30～11:30
6/18
12:30～15:30

10/31
10:00～16:00
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報告事項 

機関名：新潟県教育庁高等学校教育課 

件名 

平成 27 年度県立専門高校メッセについて（報告事項） 

要旨 

・平成 27年８月 11 日(火)に、昨年と同じ「シティホールプラザ アオーレ長岡」を会

場に、長岡市教育委員会との共催で開催しました。

・参加人数は 2,485人と、過去最高でした。

・参加した学校、企業等の数は、合計 147でした。

・参加後のアンケートでは、中学生の 97.4％が「参考になった」「やや参考になった」、

高校生の 99.4%が自校の魅力や特色を「再認識できた」「やや再認識できた」と答え

ていました。

※ 別紙資料参照
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報  告  事  項 

  団体名：一般社団法人 新潟県測量設計業協会 

件名 

測量特番「ふるさとを守り、未来を創る ～測量士の仕事と役割～」のテレビ放映及び 

活用について 

要旨 

□ テレビ放送番組として、測量特番「ふるさとを守り、未来を創る ～測量士の仕事と

役割～」と題した２０分番組を制作し、平成２７年１１月２８日に放映しました。

□ 番組内容は別紙のとおりであり、現在、協会ホームページに掲載して測量設計業の

魅力を広くアピールしているところです。

□ また、動画ＤＶＤを無償で貸し出しており、教育関係者の皆様からキャリア教育や

就職活動等の教材として使用していただくなど、将来の担い手の確保・育成に繋が

るよう活用を図っていきたいと考えています。
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  測量業に携わる若者や測量士を目指し

ている生徒などのインタビューを交え

ながら、地図の歴史、測量の仕事と役

割、最新技術、測量士資格取得等をわ

かりやすく紹介します。 

日本で最も古い地図は、奈良時代に僧侶・行基が作ったと

言われている「行基図」です。（筑波大学付属図書館 所蔵） 

江戸時代に日本国中を測量して回り、初めて実測による日

本地図を完成させたのが伊能忠敬です。その地図は極  

めて精度が高く、明治以降

国内の基本地図の一翼を担

いました。 

（伊能忠敬記念館 所蔵） 

伊能忠敬像   大図佐渡

（一社）新潟県測量設計業協会 お知らせ 

   測量特番 ふるさとを守り、未来を創る ～測量士の仕事と役割～ 

道路や河川、そして建物など、どんな建築物も“測量がはじめの一歩” 

私たちの生活に欠かせない地図。「行基図」「伊能図」を通して地図の由来を紹介 

動画を（一社）新潟県測量設計業協会

ホームページ【http://www.shinsoku.org/】

でご覧ください。
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  測量の現場では、いろいろな測量機器を使って、土地の

距離・角度・高低差などを正確に測って土地の形状を表

す「地形図」を作成します。 

この「地形図」をもとに、その環境条件・地形条件に相

応しい構造を考え、デザインをする設計作業では、パソ

コンなどを使って「設計図」を作成します。

ここまでが、測量設計業の仕事です。 

 

□ 測量に携わっている若者たちにインタビュー

・測量の仕事のやりがいは…

・測量の仕事に就こうと思ったきっ

かけは…

・測量の仕事を目指す女性に…

□ 災害復旧を担当した測量技術者の体験談

皆さんは、ご覧のような測量をしている姿を見たことがありますか。 

測量の仕事に携わっている若者、災害復旧を担当した測量技術者にインタビュー 

測量は「豊かで快適な暮らし」と「安全・安心な暮らし」を支える大切な仕事 

中越大震災 新潟福島豪雨災害
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 ＭＭＳ    ＵＡＶ   深浅測量 

□ インターンシップ、高校生ものづくりコンテストで活躍している高校生たち

インターンシップ ものづくりコンテスト全国大会 

□ 新潟工科専門学校で測量のスペシャリストを目指す生徒たちにインタビュー

□ 国家試験に合格して資格を取得

□ 上記以外にも、新潟工科専門学校のような認定さ

れた学校を卒業すると測量士補の資格が与えられ

ます。その後２年間、測量の実務経験を積むこと

で国家試験が免除され、測量士の資格を取得でき

ます。

最 新 の 測 量 技 術 を 紹 介 

高等学校、専門学校で測量技術を学んでいる生徒たち 

測量士及び測量士補になるには ～ 国家資格取得の紹介 ～ 
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□ 専門学校を卒業して入社２年目。現在、深浅測量を担当

・測量の仕事で大切なことは…

・測量の仕事の魅力は…

・どんな測量士になりたいか…

□ 高校を卒業して１年目の新人社員。応用測量・土木設計補助を担当

・測量にどんなイメージを持っていたか…

  ・測量の仕事に就こうと思ったきっかけは… 

・実際に測量の仕事してみて…

  ・測量の仕事を目指す女性にメッセージを… 

測 量 の 現 場 で 活 躍 す る 若 者 か ら の メ ッ セ ― ジ 

自然豊かなふるさとの大地を守り、美しい未来を創る。あなたも、測量士を目指

し、一緒に明るい未来を創っていきませんか！！ 

画像提供：ＮＳＴ 

収録時間：２０分 

動画ＤＶＤを無償でお貸しいたします。詳しくは当協会事務局までお問い合

わせください。 

【連絡先】 

 一般社団法人 新潟県測量設計業協会 事務局 

TEL:025-267-1110      E-mail:shinsoku2@vanilla.ocn.ne.jp 

FAX:025-233-2750  
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                報告事項 

機関名：長岡工業高等専門学校 

件名 

JSCOOP（Job Search for local companies based Cooperative education） 

要旨 

 JSCOOP（Job Search for local companies based Cooperative education）は，地域産業界と

連携して，課題抽出力，課題解決力を備えたイノベーション人材の育成を目的とした実践的教育

科目である。 

JSCOOPの中で学生が取り組むミッションは 2つある．一つ目は，県内の協力企業を対象として，

歴史，保有技術などを十分に把握した上で，当該企業に所属する専門技術者に対して行う取材で

ある．取材活動を通じて自らのキャリアを継続的にデザインする能力を身につける．また，取材

で得た企業情報を基に，対象者によらず当該企業を理解できる PR記事を作成し，専門分野での情

報収集や情報発信能力を身につける．二つ目は，取材活動を通じて，現在企業が抱えている問題

の課題化と，その解決策の提案である（資料１・２参照）． 

 JSCOOP の本格的な運用は 2017 年度の予定であり、本科 5 年生，専攻科 1，2 年生が立場を変え

ながら，上記 2 つのミッションに取組む．本科 5 年は主に，協力企業への取材活動全般を担当す

る．専攻科１年生は，本科 5 年の取材活動の指導を担うとともに，企業から抽出した問題を課題

化し，その対策を考えるチームのコアとなる．専攻科 2 年生は，本科 5 年生，専攻科 1 年生の指

導に加えて行動の評価を行う． 

平成 27 年度は，専攻科 1，2年生がいないことから，教員が指導・評価（専攻科 1年・2年）の

部分を担当し，JSCOOPを実施した．現状の受講人数は 12名であり，その内訳は，機械工学科 5 名，

電子制御工学科 5 名，環境都市工学科 2 名である．県内協力企業数は 5 社であり，すべて建設関

連業に携わる県内企業である． 

夏季休業中の 1 日ないし 2 日間，県内協力企業に学生が数人のグループで訪問し，取材活動を実

施するとともに，実際の現場に出向き，リアルタイムで問題となっていることを抽出した． 

 取材を実施する前に企業担当者と取材方針および PR 原稿のデザインを確認し，取材当日までに

合意形成を図った．企業側には，出来るだけ学生の取材方針に即した取材活動が展開できるよう

に，事前に社内調整を行って頂いた．当日は，学生の取材活動に即した取材活動が概ね実行でき

た．また，現状企業が抱えている様々な問題を実際の現場を視察しながら説明を受けたため，学

生も問題把握がスムーズにできたと思われる．現在各協力企業の PR原稿は作成済みであり，年度

末に抽出した問題を課題化し，解決策を協力企業に提案する予定である． 

 JSCOOPは先に述べたように，課題解決と PR原稿の作成の２本柱で構成された教育プログラムで

あるが、後者の PR原稿は、学生が主体となって地元企業に訪問するため、従来のインターシップ

に比べて学生のモチベーションは高い。2016 年度は協力企業数を増やし，低学年への水平展開を

計画している。 

2015 年度協力企業（5社） 

エヌシーイー株式会社、株式会社大石組、株式会社 笠原建設、株式会社 キムラ、株式会社ダイ

アテック（五十音順）
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議題及び報告事項（※自由様式） 

事務所名：信濃川下流河川事務所

件名 

現場見学後のアンケート調査について 

要旨 

新潟県立加茂農林高校にあっては、現２年生（３０名）に対し昨年度末及び本年度と工事

進捗にあわせて２回同一現場を見学いただいたところであり、その後アンケートを行っ

た。集計結果は別添のとおり。 

（参考１：アンケート設問） 

設問１ 

今回の見学会で、建設業界に対し魅力を感じましたか？その理由とあわせて教えてくださ

い。（選択項目：はい、いいえ、わからない） 

設問２ 

今回の見学会は、あなたにとって何か参考になるものでしたか？どんなことに参考になっ

たかあわせて教えてください。（選択項目：はい、いいえ、わからない） 

設問３ 

今回の見学会でよかったと思う点や悪かった、あるいは改善した方がよいと思われる点を

教えてください。 

設問４ 

こんな見学会などがあったらいいな、ということがあればお教えください。 

（参考２：見学会内容） 

H27.3.31 

・事業説明

・UAV 測量実演

・卒業生（一年目建設会社社員・ベテラン国交省職員）

・MG データ作成

H27.7.15 

・現場概要説明

・現場での取組（熱中症対策・過積載防止・粉塵対策）

・MC バックホゥ実演

・工事測量体験（TS）
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H27.7.15 加茂農林高校現場見学会アンケート

◆今回の見学会で、建設業界に対し魅力を感じましたか？その理由とあわせて教えてください。

【理由】
・ＭＣバックホウ、スパッツを見れた。
・建設業界に様々なところで最新技術が導入されているから
・作業の効率化が進んでいることに驚いた
・子供の頃ＢＨに乗りたい夢があって、実際に見れたから
・コミュニケーションをとりあいながらの仕事が楽しそうだと思った
・重機や測量機器が自動化しているから
・大きな機械を動かしていること
・分かりやすく説明してくれたため
・自分のイメージと違ってとても技術が発達していたから
・機械だけで測量ができることが魅力的
・１つ１つの作業工程には全てに意味があるということ
・建設業界に女性も必要とされていることを知ることができたから
・大変な仕事だが、完了したときの達成感がとても大きい仕事だと思った
・普段見れない作業を見ることができたから
・授業で習ったことを使えるから
・これからも大切になってくるということが（説明を聞いて）伝わったから
・まだわからない部分が多かった

◆今回の見学会は、あなたにとって何か参考になるものでしたか？どんなことに参考になった
かあわせて教えてください。

【どんなことが参考になったか】
・現場での動き方・必要なこと
・情報化が新しい目線を与えてくれた
・測量も器械が自動でできること
・仕事の大変さ
・いろいろな熱中症対策があるということ
・建設業界もいいなと思った
・将来について深く考えるようになった
・コミュニケーションをとるということ
・授業で習ったことが出てきたこと
・資格を取った方がいいということ
・入社時の体験談はこれからの学校生活に活かせそう
・自分たちの年齢に近い先輩の体験談
・高校でどんなことをしておくべきかを聞けて、将来に向けての準備に参考になった

はい
97%

いいえ
0%

わからない
3%

はい
87%

いいえ
3%

わからない
10%
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H27.7.15 加茂農林高校現場見学会アンケート

◆今回の見学会で良かったと思う点や悪かった、あるいは改善点した方がよいと思われる点
　を教えてください。

【よかった点】
・説明がわかりやすかった
・前回よりも理解ができた
・実際に稼働しているところを見せて説明をしてくれたところ
・見学項目が多かったこと
・間近で見学できたこと
・入社２年目の先輩の体験談を聞けたこと
・笑顔
・実働しているところを見て、説明で聞いた意味がよく理解できたこと
・自分たちへの配慮（熱中症対策グッズを配ってくれたり）

【悪かった・改善した方がいい点】
・周りの音で説明が聞こえない時があった
・ＢＨの説明の際、初めて聞く話ばかりだったのに省略してお話されていて、
　最初の方、理解に苦しみました
・重機の説明の資料もあった方がさらにわかりやすいと思います。

◆こんな見学会などがあったらいいな、ということがあれば教えてください。

・実際に自分たちも体験しながら学べるようなもの
・国交省の見学
・機械に乗れる見学会
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提案議題 

事務所名：北陸地方整備局

件名 

建設界の役割や仕事の魅力を効果的に伝えるためのポイントについて 

要旨 

各機関・団体において現場見学会、インターンシップ等、建設界の役割や、仕事の魅力

について、学生等に伝わるよう取り組んでいるところであるが、学生、生徒、児童、一般

など、活動の対象毎に工夫すべき点など、異なるものと考える。 

各教育機関において、各機関・団体の活動に対し、より効果的に建設界の魅力や役割を

学生等に伝えるために求める点等あればお教え頂きたい。 

また、今年度の活動において、多くの活動で各機関・団体で連携して行われているが、

連携する上での問題点や、より連携して行うべき活動があればご意見頂きたい。 
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議題 

機関名・団体名：(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

件名 

「北陸建設界の担い手確保・育成協議会」として連携した広報活動について 

要旨 

 各機関等において、PR 冊子、PR 動画等を作成し、様々な PR 活動を独自で展開してい

るのが実態です。 

 「北陸建設界」として、より効果のある広報活動を展開する観点から、次の連携した  

活動を提案したいと考えております。 

1. 協議会事務局ホームページに、建設界の PR 冊子・動画の一括掲載について

・現在、協議会 HP には、構成機関の HP のアドレスが掲載されていることから、各機関

の HP から製作された PR 冊子や動画を閲覧することができますが、協議会 HP 内にお

いて、建設業界の事業ごとに PR 冊子や動画を一堂に掲載することによって、建設

事業全体について、より理解促進が図られるものと思料します。

・各構成機関から、掲載を希望する PR 冊子や動画のデータや URL を協議会事務局へ

報告し、協議会事務局で事業ごとに一括して掲載する方法が考えられます。

2. 協議会として、マスコミと連携したセミナーの開催について

・地元一般紙と連携し、企画時の広報から集客広報、更に、開催結果の広報までを委託

し、高校生や大学生、保護者や学校の先生を対象とした「北陸建設界の仕事と魅力の

紹介セミナー」(仮称)開催を提案したいと考えております。

・セミナー開催に要する費用は、企画・実施・広報に係る費用を含め約２～３百万円が

考えられます。(開催規模によっては支出費用を抑えることも可能)

・その費用については、協議会各機関で負担するものとします。

・セミナー開催に際し、企業説明会も併せて開催し、参加企業からも応分の負担をして

いただくことも考えられます。

3. 全国の大学生に対して協議会の取り組みを積極的情報発信することについて

・企業に人材と出会いを提供する情報サービス専門業者と提携し、日本全国の登録大学

生の中から、北陸出身、北陸に就職を希望している大学生に対して、前述の協議会

イベント等の紹介と併せて「建設界の魅力」などを当該学生に直接メール配信するこ

とを提案したいと考えております。 

・配信する費用としては、新潟県及び富山県・石川県内に該当する学生に対して１回

配信するために約４０万円が必要となります。

・その費用については、協議会各機関で負担するものとします
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各機関からの議題及び報告事項 

 

 

 

平成２８年 ３月２４日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（富山県部会）

資料５

【報告事項】 

○富山県測量設計業協会

・平成 27 年度「担い手確保・育成」関連事業

○富山県

・平成 27 年度における担い手確保・育成に向けた取り組み状況について（報告）

○北陸地方整備局・利賀ダム工事事務所

・平成２７年度現場見学会アンケート結果について（学生の意識調査）

【提案議題】 

○北陸地方整備局・黒部河川事務所

・女性技術者の担い手確保の取り組み堤案

富山県部会が主催する「女性技術者と女子学生との意見交換会」の開催

○北陸地方整備局・伏木富山港湾事務所

・移動に伴う費用の負担について

P30 

P31 

P32 

P33 

P34 
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議題及び報告事項（※自由様式） 

協会名：富山県測量設計業協会 

件名 

平成 27 年度「担い手確保・育成」関連事業

1. 出前講座  平成 27 年６月３日（測量の日） 
平成 12 年から「測量の日」の関連行事としてスタートし、国土地理院北陸地方測量部と協力し

「地図教室」と「測量実習」を県内の小学校を対象に、「測量」への理解と「地図」への関心を高

めるために実施している。

27 年度は高岡市立川原小学校の５・６年生を対象に開催した。 

2. インフラツーリズム in 関電ルート 平成２７年７月２２日

27 年度新たな事業として、関西電力北陸支社のご協力を得て、さしあたり県内の土木系の高校生

に先人の知恵と功績を実際に見てもらい、土木事業へ従事する動機付けとした。

参加学校 富山県立富山工業高校

富山県立桜井高校

3. インターンシップ

協会員企業は以前から個別に大学生を対象にインターンシップは実施してきたが、委員会での会

議の中で、土木系の高校生や県立大学などでも以前から実施しているとの事で、協会員に積極的

に受け入れを広報した。

（1）高校生  平成２７年７月（夏休み期間）

協会が窓口となり、生徒の近隣の会員企業へ斡旋した。結果的に新規採用に結びついた企業

もあった。

（2）大学生  平姓２７年９月

受け入れ可能企業は、富山県インターンシップ協議会に登録し県立大学の学生を受け入れた。 

4. 技術研修会  平成２７年１１月１０日

協会では、会員の技術力の向上を図る目的で技術研修会を開催しており、２６年度からは富山県

土木部に加え富山県立大学にも講師及び学生の聴講を依頼し、「官」「学」「産」と連携した取り組

みを実施している。

※２８年度も同様のメニューで活動予定です。
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議題及び報告事項（※自由様式） 

富山県 

件名 

平成 27 年度における担い手確保・育成に向けた取り組み状況について（報告） 

要旨 

１）将来の建設業を担う人材の入職・定着・育成

→1、2級土木施工管理技士の資格取得や除雪作業に必要な免許取得、トイレ改修などの

労働環境改善に要する費用を助成

→資格取得支援講座（建築施工管理技術、土木施工管理技術検定）、新入社員向け研修、

就職直前技能向上研修等、建設人材教育訓練を実施

２）建設企業が雇用できる環境づくり（公共事業や建設業のイメージアップ）

昨年度までは、情報を広く一般に発信するため、小冊子「とやまの土木」の配付や土

木部 Facebook“いいね！とやまの土木”の開設等を実施したが、今年度は将来の担い手

である子ども達や、進路に大きな影響力を与える保護者（特に母親）に対象を絞り込ん

で施策を実施。 

→県政バス教室「富山どぼく発見！ツアー」や、現場見学会に加えて橋の模型製作を体

験し、橋づくり技術の理解や面白さを通じて土木への関心を深めてもらう「親子ふれ

あい見学会」の開催

→建設業協会と共同・連携し、女性の視点で発掘した建設業の重要性や魅力をＰＲする

ためのパンフレットの作成
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議題及び報告事項（※自由様式） 

事務所名：利賀ダム工事事務所 

件名 

平成２７年度現場見学会アンケート結果について（学生の意識調査） 

要旨 

アンケート回答いただいた学生の意見感想の一部報告

（効果があったと思われる回答） 

去年は工事中の下島大橋を見学させてもらいました。まだ橋としてつながっていない上

を見学させてもらいとても貴重な体験ができたことを覚えています。その橋は今回は、

完成していて、去年と同じ場所なのに違った光景に感じました。一つの橋でも２つの光

景がみえ、いろんな人の苦労を考えるとすごく感動しました。また OB の方のお話もき

けて、今すごく将来について悩んでいる私にとってすごく参考になりました。 

利賀ダムの建設現場を見学してとてもタメになることを多く聞いたり見たりしたので

とてもよかったです。このことは自分がもしそのような場所で働くことを思うと、とて

も大変だと思うけどそれが自分のためになることだと思いました。 

利賀ダムの形など自分の知らなかったことを知ることができておもしろかった。またあ

まり興味がなかったが今回の見学で建設現場を見学することができてよかった。少し興

味がでてきた。 

まず、建設現場の大きさに度肝を抜かれました。ダムを建設する事、橋を架ける事がこ

れほどまでに大きくすばらしい仕事である事を改めて知ることができました。三角トラ

スを使って作る橋は、僕たちが日ごろからなにについての勉強をしているのかが分か

り、今後の勉強をもっとがんばろうと思いました。そして 1 番記憶に残っているのが

500ｔを持ち上げることができるクレーンがあった現場でした。スケールの大きさを目

の当たりにし、感動しました。これから架けると言われていた橋の構造はまだまだ分か

りませんが、勉強していきたいと思いました。ありがとうございました。

私は、環境都市工学科に入っていながら、そもそもダムというものが何をしているのか

とか、ダムの重要性をあまり理解していませんでした。でも、今回の見学で、ダムにも

色々と種類があって、しかもとても大きいんだ、ということを知って、驚きました。国

土交通省の方々がどういう仕事をしているのか、全く知らなかったし、女性の方の話も、

将来の事を考えるにあたってとても参考になりました。

（当方の改善が必要と考えられる回答） 

難しい用語があり、理解できなかった所もあった。 

説明が聞こえにくかった。 

いきなり質問があるか聞かれても難しい。 

働いている人の姿が見たかった。 

見学時間より、移動時間の方が長かった。 
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議題及び報告事項（※自由様式） 

事務所名：黒部河川事務所 

件名 女性技術者の担い手確保の取り組み堤案 

富山県部会が主催する「女性技術者と女子学生との意見交換会」の開催 

要旨 

 当事務所では、昨年８月に女性の視点から見た建設業について、女性技術者と女子学生

で対談を行ってもらい、女性の立場からの貴重な意見を聞くことができた。 

 富山河川国道事務所では、一昨年 12 月に官民の女性技術による意見交換会を開催、昨

年は小矢部川で女性技術者が設計・監督・施工について主導権をもって河川工事を行った

り、女子学生に主眼を置いたリクルート活動を実施している。また、富山県建設業協会で

は、一昨年 12 月に女性技術者による座談会を開催している。 

 このように、機関毎に女性技術者の担い手確保・育成の取り組みを実施していることか

ら、次のステップとして官学民が共同して「女性技術者と女子学生との意見交換会」を定

期的に開催することについて富山県部会で検討して頂きたい。 

 開催にあたっては、単に意見交換を行うだけでなく、女子学生に興味を持ってもらうこ

とや女性技術者間の情報交換の場とするため、女性技術者が働く現場の見学や女性技術者

の体験談を話してもらうなど工夫することが大切である。また、1 回限りで終わらせるの

ではなく、継続性のある取り組みとするべきである。 

※各機関の取り組み内容：別紙参照
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議題及び報告事項（※自由様式） 

事務所名：伏木富山港湾事務所 

件名 

移動に伴う費用の負担について 

要旨 

 現場視察時の生徒の移動に伴う「バス」の費用負担について、建設業協会が絡んでいる

と費用が出るが、それ以外であっても「担い手」関連として費用負担できないか。 

・ 
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各機関からの報告事項及び提案議題 

  ・ 

資料５ 

【報告事項】 

○金沢大学 Ｐ３６～３９ 

・特別講演会及び初学者現場見学会

○金沢工業大学 Ｐ４０ 

・就職先内定状況

○石川県立小松工業高校   Ｐ４１～４６ 

・中長期的な担い手確保のための魅力的な発信方法について

・県内の工業高校の離職率の分析について

   Ｐ４７～５０ ○金沢河川国道事務所

○普通科等高校、教員を対象にした、現場見学会の感想文 

【議  題】 

○金沢工業大学 Ｐ５１ 

・入口戦略（建設系大学や高専への入学者）の充実

○石川県立小松工業高校 Ｐ５２ 

・学校と行政機関・建設団体のより一層の連携強化について

○石川県教育員会  Ｐ５３ 

・今年度の取り組みに対する結果分析について

平成２８年 ３月２４日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（石川県部会）
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報 告 事 項 

機関名・団体名：金沢大学

件名 

特別講演会 

要旨 

・ 

就職活動を目前にした３年生にはとても好評なので，実施に際して，さらに時

間枠拡大，挙手によるプレゼンターからの問いかけなど，双方向のやりとりな

ど，さまざまな工夫が考えられる．学生さん達からの感想も参考にしながらさ

らに充実をはかりたい． 

-36-



件名 

初学者現場見学会 

要旨 

・ 

１年生と対象とした日帰りの現場見学で，参加した学生さん達からは好評を得

ている（氷見でも昼食付も功を奏している模様）． 

今後もご協力いただき，継続的に実施したい． 
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金沢大学 理工研究域 

環境デザイン学系 １年生の皆様へ 

（一社）日本建設業連合会北陸支部 

広報委員会 

委員長 橋本 成輝 

（委員：永田、垣内） 

 このたび、日本建設業連合会北陸支部では、金沢大学理工研究域 環境デザイン学系の１年生

の皆様を対象に、建設現場の状況を目で見て、感じていただき、建設業への関心や理解を深めて

頂ければと思い、現場見学会を開催することといたしました。 

つきましては、以下の日程で開催したいと思いますので、ご参加頂きたくご案内申し上げます。 

記 

開 催 日 ： 平成２７年９月２９日（火） 【雨天決行】 

集合時間 ： 午前９：００ 解散予定時間：午後３：３０頃 

集合場所 ： 金沢大学自然研前バス停 

見学場所 ： ①北陸電力㈱ 富山新港火力発電所 ＬＮＧ１号機建設工事 

※ＬＮＧバース、タンク、取・放水路等の建設状況を見学予定

②新湊大橋

※国土交通省 北陸地方整備局 伏木富山港湾事務所殿のご案内で、

エレベータに乗り、上部工歩道部を見学予定

※１）当日は、汚れても良い服装、履きなれた靴でご参加ください。

※２）安全上、長袖、長ズボンでのご参加をお願いします。

※３）昼食は、事務局にて準備します。

準備の都合上、参加ご希望の方は、９月２４日（木）までにアカンサスポータル「環境デザイン基

礎演習のアンケートから申し込みを完了ください。先着順で参加者を決定します。質問事項がありま

したら、斎藤先生（saitoh@se.kanazawa-u.ac.jp）まで遠慮なく問い合わせください。尚、申込みに際し

て，名列番号と氏名、当日連絡の取れる連絡先（携帯番号）を連絡願います。 

※日建連担当者の連絡先 ： 永田（090-5687-7693）、垣内（080-1202-7950）

以  上 

定員２０名 

新湊大橋 
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日建連北陸支部 現場見学会行程表 

平成 27 年 9 月 29 日（火）開催 

０９：００ 金沢大学 自然研前バス停 出発 

１０：００ 北陸電力㈱ 富山新港火力発電所 着 

富山県射水市堀江千石１（TEL：0766-86-4298） 

工事概要及び工事現場見学 

１２：００ 現地 発 

１２：１０ 昼食（新湊きときと市場） 

富山県射水市 海王町 1（TEL：0766-84-1233） 

１２：５５ 現地 発 

１３：００ 国土交通省 北陸地方整備局 伏木富山港湾事務所 新湊事務所 着 

富山県射水市堀岡新明神西浜 205−150（TEL：0766-84-4106）

新湊大橋概要説明 

１３：３０ 事務所 発 

新湊大橋 上部工歩道部 現場見学 

１４：３０ 現地 発 

１５：３０ 金沢大学 着 
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報 告 事 項 

機関名・団体名：金沢工大 環境土木工学科  

件名 

金沢工大環境土木工学科平成２７年度大学院２年生および４年生の就職先内定状況 

要旨 

・大学院２年生（７名）：公務員２名、ＪＲ１名、建設会社３名、建設コンサルタント

１名

・大学４年生（５３名）：進学５名、公務員および社団法人３名、ＪＲ８名、建設会社・

道路会社３１名、建設コンサルタント６名、

・内定先のほとんどはすべて建設界。本人たちの希望と就職先の方針が一致することを

強く望む。数は明らかになっていないが、個別に聞けば（把握している限りで）平成２６

年度卒業生は１年目の転職、転業が２、３人いる。 

・大学にとって極めて不本意なことは「入学シーズン（１月、２月）に談合問題」が報道

されることである。この報道によって入学希望者が一挙に減少する。今の子供たちの進学、

就職先はその両親や中学高校の先生方の意見が強く反映される。この談合問題報道が一般

の家庭や中学高校にとって、建設界全体の強いマイナスイメージを植え付ける。ほぼ、毎

年、入学シーズンに談合問題が報道され、建設界の担い手の確保や育成を大きく阻害して

いる実状を自覚すべき。公共（税金）の矜持をきちんと持たなければならないのだが（学

長は「大変な迷惑」と強調）。 
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報 告 事 項 

 

機関名：石川県立小松工業高等学校 

 

中長期的な担い手確保のための魅力の発信方法について。 

 

1. 工業高校生に対する定期的な建設業に関わる刺激 

（現場に触れる機会・・・現場見学 意見交換会） 

2. 小・中学生に対する刺激 

（高校進学先としての魅力） 

背景 1 

・建設業に関する意識は依然「3K」と言われたころの意識を持っているように思われる。 

昨年度の進路担当者の話によると、生徒自身が建設業を進路先に臨んでも、保護者が進路

変更を望むケースがあった。本年度は 3年生を対象に早くから進路選択の主として建設業

を考えるように指導するとともに建設業の魅力・仕事のやりがい・他業種との違いなどを

各授業で話をして、早めに保護者との進路についての話し合いを持つように促した。結果

今年度 11名から 21名と増加した。 

・2 年生については、9 月に実施した意識調査（県土木課依頼）で仕事の内容が知りたい

（意識調査 問 9）という意見が多かった。仕事の内容がイメージできないので、建設業へ

の進路を決められない生徒が多くいた。そこで、現場見学やインターンシップへ赴く際の

心構え、現場での見どころ、現場見学会に際しては現場担当者との打ち合わせを行うこと

で、生徒に理解しやすい見学会を行っていただいた。（国土交通省北陸地方整備局 12/8実

施）生徒は活発に質問し、自分の将来の姿として捉えているように感じた。見学会後のア

ンケート結果を見ると、職業意識の改善がみられ、建築土木技術者を挙げる生徒が増えた。 

・1年生については建設フェアに参加させていただいた。アンケート結果(平成 27年度けん

せつフェア北陸ｉｎ金沢 2015)を見ても、多くの生徒が今後の進路を考える上で参考になっ

た、建設業・企業・仕事内容について知ることができたと回答しており、自分たちの学び

についての具体例をみるとともに、進むべき道を定義づけることができた。 

 

背景 2 

・小さい頃はおもちゃとしてスポーツカーより建設機械を選択する子が多いように感じ

る。その違いは自ら積極的に遊ぶ手段が道具に備わっていることにあると思われる。また、

建設現場は工場と違い地域で見ることがある。しかしながら最近はシートで囲み、中の様

子がわからないようになっているとともに、作業服等が悪いイメージで定着しているよう

に思われる。そこを対象にイメージアップを図るとともに仕事の内容や進路先を具体的

（建設業を選択するなら工業高校へ）に提示することで、長期的な人材開拓ができるので

はないか。 
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・県内の工業高校の離職率の分析について。（報告事項）

    近年の進路状況について（過去５年間） 

表１．進路状況（過去 5年分、27年は、12月 28日現在の値） 

就職 進学 
公務員

等 
合計 

建築土木系 

就職計 建築土木系 
進学

計 
建築土木系 就職進学合計 

平成２３年 21 9 18 6 0 
39 

15 

％ 53.8 23.1 46.2 15.4 0.0 38.5 

平成２４年 22 7 12 3 3 
37 

10 

％ 59.5 18.9 32.4 8.1 8.1 27.0 

平成２５年 30 17 6 1 0 
36 

18 

％ 83.3 47.2 16.7 2.8 0.0 50.0 

平成２６年 27 11 9 4 0 
36 

15 

％ 75.0 30.6 25.0 11.1 0.0 41.7 

平成２７年 31 21 7 3 1 
39 

24 

％ 79.5 67.7 17.9 42.9 2.6 61.5 

表２．離職率の内訳（過去 4年分） 27年 6月調査 

就職計 離職数 離職率 建設系就職 離職数 離職率 

平成２３年 21 5 24% 9 4 44% 

平成２４年 22 2 9% 7 2 29% 

平成２５年 30 1 3% 17 0 0% 

平成２６年 27 0 0% 11 0 0% 

離職率の分析 

・建築土木系の就職人数の伸びと離職率の低下が見られる。生徒の職業意識の変化と、仕

事に関するやりがい、使命感が変化してきたものと考えられる。さらに就職人数を増やす

ため、現場見学、インターンシップ、意見交換会等で建設業の魅力ややりがいを感じ、自

分の仕事としてとらえられるようにしたい。離職率を抑えるため、学校生活において目標

意識を持つ、タフな人材の育成を行いたい。 
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建設業に関する意識調査（高校 2年生 40名） ※県土木課より依頼（9月実施） 

  

  

  

42% 

22% 

12% 

8% 

5% 
3% 

0% 

8% 

問１ 今の高校に進学した理由は何で

すか。 
建設関係の仕事をした

かった 

将来の就職に役に立つ 

建設関係の知識を取得で

きる 

家から近い高校だった 

とくに理由はない 

中学校の先生にすすめら

れた 

親のすすめ 

その他 

26% 

16% 

13% 
11% 

10% 

9% 

6% 

4% 
5% 

問２ 建設業の魅力は何だと思います

か。 
ものづくりの喜びを味わ

える 

地域に貢献することがで

きる 

汗を流して働くことがで

きる 

災害から住民を守ること

ができる 

スケールが大きな仕事が

できる 

大型建設機械を運転でき

る 

地図に残る仕事ができる 

特に魅力を感じていない 

その他 

21% 

18% 

15% 
13% 

10% 

9% 

8% 

4% 2% 

0% 

問３ 普段の生活の中や現場見学会等

で建設現場を実際に見てどんなことを

感じていますか。 現場で働く人はかっこい

い 
自分で住宅を建ててみた

い 
建設現場はスケールが大

きい 
現場は危険が多い 

設計をしてみたい 

現場は力仕事が多くきつ

そう 
建設機械を運転してみた

い 
地図に残る仕事をしてみ

たい 
現場監督になり工事をし

てみたい 
現場作業は汚い 

その他 

29% 

22% 
13% 

13% 

7% 

5% 

3% 
4% 4% 

問４ 卒業後の進路（就職・進学）に

ついて今の気持ちを教えてください。 
県内の建設会社に就職 

まだ決めていない 

建設系の短大・専門学校に

進学 

大学の建設系学部に進学 

建設業以外に就職 

県外の建設会社に就職 

公務員 

建設系以外の短大・専門学

校に進学 

大学の建設以外の学部に進

学 

43% 

29% 

14% 

0% 14% 

問５ 建設業に就職したくない理由を

教えてください。 

学んでみて自分に合わな

いと思ったから 

他産業に比べて給料が安

いから 

労働時間が長いから 

３Ｋだから 

休みが少ないから 

親が反対しているから 

その他 

24% 

16% 

16% 

12% 

7% 

7% 

7% 

3% 
2% 2% 2% 

0% 

2% 

問６ どんな職種に興味があります

か。 

大工 

建築技術者 

設計 

土木技術者 

造園 

内装 

重機運転 

鉄筋 

塗装 

とび 

型枠 

電気 

配管 

左官 

その他 

資料 

※１人３つ回答。 

※１人３つ回答。 
※１人２つまで回答。 

※問４で建設以外と回答した生徒（７名）のみ。複数回答可。 ※問４で建設と回答した生徒（２６名）のみ。複数回答可。 

※１人１つ回答。 
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20% 

14% 

14% 
14% 

13% 

9% 

4% 
3% 

3% 2% 1% 1% 1% 1% 

問７ 就職先を決める上で何が重要だ

と思いますか。 やりがいのある仕事 

給料が高い 

経営が安定している 

楽しく仕事ができる 

社内の雰囲気が明るい 

魅力的な仕事ができる 

技術や技能を身につけら

れる 休日が多い 

特にない 

その業界のイメージ 

家族や友人の意見 

有名な企業 

残業が少ない 

その他 

47% 

27% 

7% 

8% 

8% 
3% 

問８ 就職先（地）についての希望は

ありますか。 

現段階では分からない 

自宅から通勤できる 

県内であればよい 

条件その他の関係から県

外でもやむを得ない 

一度は都会で生活してみ

たい 

その他 

32% 

31% 

20% 

10% 

4% 3% 

0% 

問９ 建設業について知りたい情報は

何ですか。 

仕事の内容 

仕事に必要な資格 

給与 

勤務時間 

休日 

福利厚生 

その他 

46% 

23% 

20% 

8% 
3% 

問１０ 建設業に興味を持った時期は

いつですか。 

中学校 

高校に入ってから 

小学校 

幼稚園・保育園 

その他 

36% 

31% 

12% 

7% 
0% 

14% 

問１１ 建設業に興味を持ったきっか

けは何ですか。 

雑誌やテレビ等 

親や親族が建設業で

働いている 

先輩や友人の影響 

現場見学会 

インターンシップ 

その他 

※１人２つ回答 ※１人１つ回答 

※１人２つ回答 ※１人１つ回答 

※複数回答可 
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平成 27 年度けんせつフェア北陸ｉｎ金沢 2015に関するアンケート結果 

１パネルディスカッション 

・内容についての満足度

満足１９ 

 自分のためになった・参考になった・分かりやすかった６ 

実際に仕事をしている人（女性）から、色々な話を聞くことができた７ 

女性の働きやすい社会についてわかった２ 

女性が建設業でどう働いているか、仕事について分かったので良かった 

女性の意見を聞くことで安心して働くことができそうだと思った 

苦労や失敗談など、自分にも起こり得ることなので参考になった 

自分たちの質問に、きちんと答えてくれたから 

おおむね満足１６ 

自分のためになった・役に立つことが聞けたから・分かりやすかった９ 

女性の仕事内容、仕事に就く大変さが分かった３ 

建設業に携わる女性から話が聞けたから 

女性が働く場面を知ることができ、女性に頑張って欲しいと思った 

働く上で大切なことが分かった 

話をしている人が見えず、何を話しているか分からなかった 

やや不満３ 

女性中心の話だったので、あまり興味が持てなかった 

不満０ 

２合同企業セミナー 

・内容についての満足度

満足１８ 

自分のためになった・分かりやすかった・勉強になった８ 

色々な企業について知ることができたから６ 

進路、将来について考えることができた２ 

建設機械を色々体験できて良かった 

自分の考えが古いことが分かった 

おおむね満足１７ 

自分のためになった・役に立つことが聞けたから・分かりやすかった９ 

企業や仕事内容について知ることができた４ 

より建設業に興味を持つことができた 

興味をもてるブースがあった 

スクリーンがあって分かりやすかったが声が遠くまで届いていない時があった

周りの企業と近くて、話が混ざり分からなくなった 

資料
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やや不満３ 

声が小さくて聞こえづらかった 

不満０ 

・企業の説明を受けた感想

今後の進路を考える上で参考になった 35 あまり参考にならなかった 1 

建設業に興味を持った 14  建設業に興味が持てなかった 2 

建設業はやりがいがありそうだ 14  建設業はやりがいがなさそうだ 1 

説明がわかりやすかった 13 説明がわかりにくかった 3 

時間が長かった 2  時間が短かった 2 

その他（時間がちょうどよかった） 

３一番ためになったと思うこと 

建設業・企業・仕事内容について知ることができた 14 

女性が建設業で働くことについて知ることができた（パネルディスカッション）9 

自分の将来、進路の参考になった 8 

地震の怖さを知った 3 

どのようなものを造っているか、どのように造っているかを知ることができた 2 

相手を思った建物を造りたいと思った 

お客様は神様 
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報 告 事 項 

機関名：金沢河川国道事務所

件名 

普通科等高校（七尾東雲高校・小松大谷高校）教員を対象にした現場見学会感想文 

要旨 

能越自動車道 輪島道路建設現場 見学感想 

石川県立七尾東雲高等学校 教諭 見学者 5 名 

教諭 A 
私の勤務する高校では卒業生の大半が就職する。高校を卒業して就職するということはどういうことかにつ

いてわからないまま日々の生徒の指導にあたっていた。しかし、この度本校の生徒の就職先のひとつである建

設関係の仕事を見学させていただき、学校内では学べないことを学ばせていただいた。建設現場の方のお話で

は、建設を進めるにあたり、完成予定日を決めずに国土交通省との連携との関係で見通しをもって弊害を出さ

ないように慎重に建設を進めていることを学んだ。現場で働いている方に会って聞かなければわからないこと

を学ぶために現場に赴く大切さを学ぶことができた。また、道路建設では建設以外にも文化財の埋蔵調査をし

て進めていることを知った。普段何気なく車で通っている道路を建設するために何十人何百人もの方が関わっ

ていることを身おもって知り、社会に出て様々な人と関わることができる力を育てる大切さを感じた。現場の

方が建設現場での話を熱く語られる様子から仕事に対する誇りを感じた。高校生が誇りを持った仕事をみつけ

られるようサポートするためにも教員自ら学校外にもアンテナを張り情報収集を行うことが大切だと強く思っ

た。そして、生徒自身にもアンテナを張ることの大切さを伝えていかなければならないと強く感じた。

普段の授業からクラスや学年を超えてさまざまな生徒同士での関わりを持たせ人と関わる力を育てていきたい

と思う。校務分掌や教材研究や授業をするだけでなく、日頃から常にアンテナを張り、学校外に目を向けてい

きたいと強く思う。

教諭 B 
これまで建設現場に赴くことはなく、業界の方とお話する機会も無かったが今回の機会を得て、本校卒業生

が２つの建設会社に就職した場合、どのような仕事を知ることができた。学校では資格取得を推進しているが、

就職後はなおさら資格を取得しなければ仕事にならないことがわかった。また現場ではどの方も大きい声では

っきり話をされており、生徒には大きい声でしっかりと話させることが大切であると改めて思った。現場での

安全対策を見ることができたのがいい体験になった。国交省の方からは工事完成までの流れや北陸新幹線開通

後の建設業界の状況を聞くことができた。

今回の経験は、生徒の就職指導だけでなく、日々の教育活動にも活かせる点があった。
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教諭 C
先日、輪島道路の工事現場を見学させていただいた。電子機械科や総合経営学科農業コースのある本校から

も多くの卒業生が土木や建設の道を選んでいるが、本校に勤務している私自身としては土木に関する知識は今

まで一切なかった。土木建築といえば工事現場で重機を操作する作業員さんのイメージしかなかったのだが、

実際に道路を作っている現場を見学させていただくと、意外な発見や新しく知ることの連続だった。

特に、大きな道路の建設では完成予定日をぎりぎりまで発表しないというお話が大変印象的であった。道路

の完成には緻密で正確な測量や設計が求められる。調査や設計の段階で何か一つでも不備があったり、検討し

なおす必要性が出てくれば、再度じっくり時間をかけて計画を練り直さなければならない。多くの人が利用す

る道路の建設は、期限を守るためだけの煩雑な仕事よりも、じっくりと時間をかけた安心・安全な仕事が求め

られる。最近の特例としては、新幹線の開通に合わせて期限を設けなければならなかった能越道工事が挙げら

れるが、基本的には期限なしで工事に取り組んでいるそうだ。自分は完成した道路を利用するだけの人間だっ

たので、恥ずかしい限りだがこれまで「長い期間工事をしているのに、まだ道路が完成しないのか。いつまで

作業をしているのか」などと感じていたこともあった。しかし、今回の説明を受けて、自分の考えが浅薄なも

のだったことを知り、加えて真摯に丁寧に仕事に挑んでいる作業員の皆さんの姿に心を打たれた。そして、果

たして自分はじっくり時間をかけた仕事（特に、教材研究や授業準備）ができているのかと、身を引き締める

思いでもあった。

また、今回の現場見学では、自分の無知を省みることもできた。自分はこれまで、重機関連の資格を取得し

ている電子機械科の生徒ばかりが土木建設の業界に進んでいくのかと考えていたのだが、お話を伺っていくと、

総合経営学科の生徒も多く土木建築に携わっているのだということが分かった。また、工事の現場には、実際

に道路建設作業を行う作業員の他に、埋蔵文化財の調査を行っている人々もいた。町を歩けば多種多様の職業

人に出会う日々を過ごしているが、その仕事や働いている人々に対して自分の知っていること・わかっている

ことは圧倒的に少ない。自分の知識や理解、ひいては知ろうとする態度が浅すぎるのである。本校で進路指導

をしていくには、職種や仕事の専門性に関する知識は必ず持っていなければならない。また、生徒からなにか

質問があった場合にも、質問内容を全て教師が解決する必要はないにしても、疑問を解決に至らせるために取

るべき手立てを提示してやる必要がある。そのためにも、教師の側がしっかりとした正しい知識と理解を持っ

て進路指導に当たることが求められるのである。

ほんの 3 時間ほどの見学ではあったが、感じること、学び得ることの多い研修であった。これからはより一

層様々な世界に広くアンテナを向け、生徒のため、また自分のために、どうすることが必要か、どんな知識を

持っているべきか、ということについて改めて考え直していかなければならないと感じた。

教諭 D 
初めて道路建設の現場を拝見させていただいた。これまで進路指導担当者として、建設会社の方々、県の土

木部監理課、さらには本校卒業生で建設会社で働く OB などからから、様々な声を聞くことがあったが、実際

の建設現場を、間近に見たのは初めてでした。数キロメートルの道路建設が、長い年月と費用を要することは

頭ではわかっていても、実施に目の当たりにすることでそれを実感することができた。

道中、国交省の吉村氏から、さまざまなお話を伺えたことも興味深かった。行政に携わる立場からの視点も新

鮮であった。生徒自身が、高校三年間の中で、職業観を醸成していく中で、今回のような現場をみることで、
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仕事の選択肢の一つにあげる生徒も出てくるであろう。さらには、PTA などの保護者にも、見学の機会がでて

くれば、理解も進むのではないかと思った。 
本校卒業生が、実際に働いている現場を見、後輩の在校生にその仕事の魅力ややりがいを語ってもらえるなら、

効果的な行事になっていくのではないかと思う。 
 
 
教諭 E 
 今回の現場見学で、大きく２つ学んだことがあります。 
１つ目は工事現場の仕事に対する偏見の変化です。私は工事現場の仕事というと、重いものを運んだり、ドリ

ルを使ったりと肉体を疲労するまで使ってただひたすらに同じような作業をくり返す仕事だと考えていまし

た。しかし、現場では工事の監督をする人、重機を用いる人、組み立てる人がいて、それぞれ協力しながら作

業を行っていました。また、現場で働く人たちの、道路が完成して、能登を活気あふれる地域にしていきたい、

たくさん安心して使ってもらいたいという熱い思いが伝わってきて、夢あふれるすばらしい仕事だと感じまし

た。 
 ２つ目は私自身職に対する理解が薄いことに気づいたことです。１つ目と被るのですが、私は今回の現場見

学がないと、工事現場の仕事について知らないままでした。このことは非常に怖いことだと思いました。仕事

についてよく知らないまま、生徒に聞かれて自分の偏見を伝えてしまいかねないですし、聞かれても分からな

いと生徒に詳しく話せないので、教員でありながら、生徒の進路選択に何も役立てない人になってしまう危険

性を感じました。現場見学を重ねて、様々な仕事についての知識を身につけることの必要性を感じることがで

きた良い体験でした。 
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土木現場案内に参加して

先日は吉村様、中山様にはお忙しい中にもかかわらず現場をご案内いただき、誠にありがとうございました。 
 日頃通っている道なのに、景色に紛れて気付かなかった工事現場をじっくり見学させていただき、改めて色々

なことを知ることが出来ました。最初に行った白江大橋付近の現場では、石灰と土を混ぜる最新の機械で、土

の粘度や固さを最適のものに調整してから盛っているということを初めて知りました。

小松新橋付近の現場では、同じように見える建設機械でも、２Ｄマシンガイダンス技術を用いて操作者の技

量の差がでないように工夫されていました。人手不足が深刻な業界の実状もあっての情報化施工だそうですが、

熟練の技の習得・伝承も欠かせない課題だと思いました。

 小松天満宮の分水路工事では、重要文化財の保存と治水対策を両立できるように小松市や関係省庁が長年協

議して現在の計画になったとのことでした。完成したら、新たな名所として、百年、二百年後、更にその先へ

と残って欲しいものです。

 最後に訪問させていただいた前川排水機場・梯川逆水門では、蛇行していた旧梯川の本流を現在の前川にし

たということを知りました。平地を流れる川なので洪水時には自然排水が出来ないため、古くから度重なる水

害に遭ってきたこの地域を守るために色々な改善がなされてきたそうです。逆水門に排水機場を併設すること

で木場潟の水位まで管理して洪水を防いでいるというのは驚きでした。

 大いなる自然の力に対して、時として人間は無力です。しかし、その時代、時代における最新の科学技術を

用いて、我々の命と財産を守るのが土木・建設にたずさわるものの使命なのでしょう。私たち教育者も志を持

った若者の育成に精進していこうと決意を新たにいたしました。今回は貴重な見学をさせていただき、本当に

ありがとうございました。

平成 27 年 12 月 1 日 
小松大谷高等学校

-50-



 

議  題 

機関名・団体名：金沢工大 環境土木工学科   

件名 

入口戦略（建設系大学や高専への入学者数）の充実 

 

要旨 

・大学側要望（金沢工大学長意見）として、建設界担い手人材確保・育成に関しては、そ

の多くは大学生、高校生を建設界へ就職させる、いわば、出口戦略に主眼をおいた取組み

が多いようだ。一方で、入口（大学建設系・高校建設系入学）戦略が不可欠となる 。現在、

本学教員などが高校に出前講義などを行っているものの、入口（入学）を促す（インセン

チティヴな）効果的なメニュが実施できていない現状にある。高校と大学、さらには建設

界が一体となって人材確保・育成 に向けた取り組みメニュをぜひ考えたい。知恵や好例を

お教え頂きたいのだが。 

・建設界へ「きっかけ」→「興味」→「本気」へと到達 する各種効果的な取組みメニュ

を整理し、具体策を考えて行かなければならない。例えば、大学や高専への入口戦略とし

て卒業研究発表に高校生や中学生が参加することは可能か。建設系の大学生や高専生が具

体的にどんなことをやっているのか、どんなすばらしいことをやっていることを積極的に

発信できないか。   

 

 

 

-51-



議  題   機関名・団体名：石川県立小松工業高校   

 

・学校と行政機関・建設団体のより一層の連携強化について。（議題） 

・27年度の取り組み 

・現場見学 7月 

 1年全員 協力 一般社団法人石川県建設業協会 

石川県金沢市 二ツ寺 町 二ツ寺橋 加賀市統合総合病院 

 2年全員 協力 国土交通省北陸地方整備局 

金沢市城北運動公園プール 石川県金沢市 二ツ寺 町 二ツ寺橋 

 3年全員 協力 石川県建築士会小松能美支部 

   城端別院善徳寺  今江地区供用施設 

 

 ・インターンシップ 3日間（10月） 

   2年 全員 小松能美建設業協会・加賀建設業協会 

 

・デュアルシステム 5-8日間 （5月から 7月） 

   3年 3社６名  株式会社江口組 株式会社丸西組 株式会社吉光組 

 

・建設業協会との意見交換会 ２月 

  ２年全員 協力 小松能美建設業協会 

例年は、建設業協会の方々と生徒が向き合って座り、建設業の説明、質疑応答等を行っ

ていたが、かしこまった場の雰囲気に慣れない生徒はなかなか質問等を積極的にできない

傾向があった。そこで、今年度は事前に建設業協会の担当者と打合せを行い、少人数のグ

ループに分かれて、建設業に携わる若手技術者を囲ってのディスカッションを行うことに

した。若手技術者は生徒にアンケートを行った結果から、現場監督（女性含む）、建機オペ

レーター、技術職をお願いしている。気軽に質問ができ、建設業の魅力が生徒により伝わ

る有意義な会になればと思う。 

 

・資格取得 

   協力 石川県建設業協会 

小型式移動クレーン・玉掛けの資格取得を目的とし、例年２月に就職内定者を対象にし

た富士教育訓練センター（静岡県）派遣事業を実施している。今年度は 7 泊 8 日の日程で

行い、生徒の技能、意識の向上に努めたい。 

 

・運転技能講習（案） 

協力 コマツ教習所 粟津センター 

 例年は８月の夏季休業中に希望者(３年)が建機運転技能講習を受けていたが、建設業に

携わる上での仕事内容や作業を知る上で 1 年生又は２年生でセンターを体験見学させても

らい、職業意識の向上を目指したい。 
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議  題 

機関名：石川県教育委員会

件名 

今年度の取り組みに対する結果分析について 

要旨 

高校生においては、現時点で、ほとんどの就職希望者の就職先や進学希望者の進学希望

先は決定していると考えられる。そこで、貴協議会が今年度実施した取り組みが、建設界

の担い手確保・育成につながったかの分析を、アンケート等で実施し、第２回石川県部会

で協議し、次年度の取り組みに活かす。 

・ 
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